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(57)【要約】
【課題】密着性、耐薬品性、耐摩耗性、潤滑性に優れた潤滑性被膜を形成するための潤滑
性被膜用組成物を提供すること。
【解決手段】親水性モノマーに由来する構造単位及びＮ－メチロールアクリルアミドに由
来する構造単位を含む親水性ポリマーを含有することを特徴とする潤滑性被膜用組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　親水性モノマーに由来する構造単位及びＮ－メチロールアクリルアミドに由来する構造
単位を含む親水性ポリマーを含有することを特徴とする潤滑性被膜用組成物。
【請求項２】
　前記親水性モノマーが、下記のいずれかの基を含むことを特徴とする請求項１に記載の
潤滑性被膜用組成物。
【化１】

（上記式中、Ｒ１０は水素原子または直鎖、分岐又は環状のアルキル基を表し、複数ある
場合各々同一でも異なっていてもよい。Ｒｅは、水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアル
キル基、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はオニウムを表す。ｎは１～１００の整数
を表す。）
【請求項３】
　前記親水性モノマーが、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、ビニルピロリドン
、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メ
タ）アクリレートのいずれか少なくとも１種であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の潤滑性被膜用組成物。
【請求項４】
　前記Ｎ－メチロールアクリルアミドに由来する構造単位が前記親水性ポリマー全体の２
～２０ｍоｌ％含まれることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の潤滑性被膜用
組成物。
【請求項５】
　さらに、触媒を含有することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の潤滑性被膜
用組成物。
【請求項６】
　前記触媒が、酸又は塩基であることを特徴とする請求項５に記載の潤滑性被膜用組成物
。
【請求項７】
　基材上に、請求項１～６のいずれかに記載の潤滑性被膜用組成物を塗布、乾燥して形成
した潤滑性被膜を有することを特徴とする潤滑性部材。
【請求項８】
　前記潤滑性被膜の表面における、荷重０．５～２Ｎ、水中下での摩擦係数が０．１５以
下であることを特徴とする請求項７に記載の潤滑性部材。
【請求項９】
　前記潤滑性被膜の含水率が７５％以上であることを特徴とする請求項７又は８に記載の
潤滑性部材。ただし、含水率（％）＝［（水浸漬後の重量）―（水浸漬前の重量）］／（
水浸漬後の重量）×１００
【請求項１０】
　前記基材が、ウレタン系樹脂、シリコン系樹脂、フッ素系樹脂、オレフィン系樹脂、及
びアクリル系樹脂のうちいずれかであることを特徴とする請求項７～９のいずれかに記載
の潤滑性部材。
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【請求項１１】
　前記潤滑性部材が、医療用チューブ、ガイドワイヤ、内視鏡、手術針、手術用縫合糸、
鉗子、人工血管、人工心臓、及びコンタクトレンズからなる群から選ばれたいずれか１種
のための部材であることを特徴とする請求項７～１０のいずれかに記載の潤滑性部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、潤滑性被膜用組成物及び潤滑性部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用器具などの基材表面に潤滑性を付与する方法として薬品処理、溶剤処理、
カップリング剤処理、表面グラフト重合、界面活性剤処理などの化学的処理や、紫外線照
射処理、低温プラズマ処理、スパッタエッチング処理などの物理的処理が行われている。
しかしながら、これらの方法は、処理が煩雑である、長期の潤滑性に劣るという欠点を有
していた。たとえば表面グラフト重合法によりアクリルアミド、ジメチルアクリルアミド
をグラフト重合すると高い潤滑性を付与できるが、工程が複雑なため、適用することが困
難であった。
【０００３】
　近年、このような問題点を解決する為、アジドの光分解によって生じる極めて活性の高
いナイトレンラジカルを材料表面の親水化に適応する試みが報告されている。即ちアジド
基を有する親水性高分子を用い高分子材料表面へ光固定する技術である。例えば、キトサ
ンに４ーアジドベンゾイミデート塩酸塩を反応させ、アジド基をキトサンに導入する方法
が開示されている。
　また、特許文献１においては、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミドと、２－ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレートと、２－（ペルフルオロアルキル）エチル（メタ）ア
クリレートの共重合ポリマーにシランカップリング剤を加えることで、潤滑性付与と密着
強化を図っている。
【０００４】
　更に、基材表面にアミノ化合物、ポリエチレンオキサイド化合物、疎水性化合物、ヘパ
リンなどの酸性多糖類の共重合物を被覆する方法（特許文献２）、メトキシポリエチレン
グリコールモノ（メタ）アクリレートなどと他のモノマーとの共重合物を被覆する方法（
特許文献３）、共有結合により基材に被覆固定される親水性共重合物とヘパリンなどの酸
性多糖類とを用いる方法（特許文献４）、ビニルピロリドン重合体とポリウレタンとを被
覆する方法（特許文献５）、高分子材料からなる基材の表面にオゾン処理によってペルオ
キシドを生成させ、これに水溶性単量体をグラフト重合させる方法（特許文献６）などが
知られている。
　しかし、いずれの従来技術も、処理が煩雑であったり、密着性、潤滑性、耐薬品性、耐
摩耗性などが不足しており、改善が求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－２８９６３０公報
【特許文献２】特開平２－８００５６号公報
【特許文献３】特開平２－２３４７６５号公報
【特許文献４】特開平２－１４４０７０号公報
【特許文献５】特開平２－２４６９７９号公報
【特許文献６】特開平５－７６５９０号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】バイオマテリアルズ［１９８７，ｖｏｌ．８，４８１］
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上記従来技術の問題点を解決し、密着性、耐薬品性、耐摩耗性、潤滑
性に優れた潤滑性被膜を形成するための潤滑性被膜用組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は以下の通りである。
【０００９】
１．　親水性モノマーに由来する構造単位及びＮ－メチロールアクリルアミドに由来する
構造単位を含む親水性ポリマーを含有することを特徴とする潤滑性被膜用組成物。
２．　前記親水性モノマーが、下記のいずれかの基を含むことを特徴とする上記１に記載
の潤滑性被膜用組成物。
【００１０】

【化１】

【００１１】
（上記式中、Ｒ１０は水素原子または直鎖、分岐又は環状のアルキル基を表し、複数ある
場合各々同一でも異なっていてもよい。Ｒｅは、水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアル
キル基、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はオニウムを表す。ｎは１～１００の整数
を表す。）
３．　前記親水性モノマーが、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、ビニルピロリ
ドン、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール
（メタ）アクリレートのいずれか少なくとも１種であることを特徴とする上記１又は２に
記載の潤滑性被膜用組成物。
４．　前記Ｎ－メチロールアクリルアミドに由来する構造単位が前記親水性ポリマー全体
の２～２０ｍоｌ％含まれることを特徴とする上記１～３のいずれかに記載の潤滑性被膜
用組成物。
５．　さらに、触媒を含有することを特徴とする上記１～４のいずれかに記載の潤滑性被
膜用組成物。
６．　前記触媒が、酸又は塩基であることを特徴とする上記５に記載の潤滑性被膜用組成
物。
７．　基材上に、上記１～６のいずれかに記載の潤滑性被膜用組成物を塗布、乾燥して形
成した潤滑性被膜を有することを特徴とする潤滑性部材。
８．　前記潤滑性被膜の表面における、荷重０．５～２Ｎ、水中下での摩擦係数が０．１
５以下であることを特徴とする上記７に記載の潤滑性部材。
９．　前記潤滑性被膜の含水率が７５％以上であることを特徴とする上記７又は８に記載
の潤滑性部材。ただし、含水率（％）＝［（水浸漬後の重量）―（水浸漬前の重量）］／
（水浸漬後の重量）×１００
１０．　前記基材が、ウレタン系樹脂、シリコン系樹脂、フッ素系樹脂、オレフィン系樹
脂、及びアクリル系樹脂のうちいずれかであることを特徴とする上記７～９のいずれかに
記載の潤滑性部材。
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１１．　前記潤滑性部材が、医療用チューブ、ガイドワイヤ、内視鏡、手術針、手術用縫
合糸、鉗子、人工血管、人工心臓、及びコンタクトレンズからなる群から選ばれたいずれ
か１種のための部材であることを特徴とする上記７～１０のいずれかに記載の潤滑性部材
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、密着性、耐薬品性、耐摩耗性、潤滑性に優れた潤滑性被膜を形成する
ための潤滑性被膜用組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書において、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリルアミド」、「（メ
タ）アクリル酸」は、それぞれ「アクリレートまたはメタクリレート」、「アクリルアミ
ドまたはメタクリルアミド」、「アクリル酸またはメタクリル酸」を表す。
【００１４】
〔潤滑性被膜用組成物〕
　本発明の潤滑性被膜用組成物は、親水性モノマーに由来する構造単位及びＮ－メチロー
ルアクリルアミドに由来する構造単位を含む親水性ポリマーを含有することを特徴とする
。
【００１５】
　本発明では、親水性モノマーに由来する構造単位及び架橋構造を形成するＮ－メチロー
ルアクリルアミドに由来する構造単位を含有する親水性ポリマーを用いることで高い潤滑
性を維持できることに加えて潤滑性被膜表面に付着した水により潤滑性被膜が溶け出すこ
とがなく長期にわたる耐水性にも優れる潤滑性被膜を提供することができるものと考えら
れる。
【００１６】
（親水性ポリマー）
　本発明の潤滑性被膜用組成物に含まれる親水性ポリマーは、親水性モノマーに由来する
構造単位及びＮ－メチロールアクリルアミドに由来する構造単位を含む。
【００１７】
　該親水性ポリマーは、親水性モノマーとＮ－メチロールアクリルアミドを共重合させる
ことで得ることができる。共重合の方法としては従来公知の方法が使用できる。また、親
水性ポリマーは、ランダム共重合体でも、ブロック共重合体でもよい。また、親水性モノ
マーに由来する構造単位及びＮ－メチロールアクリルアミドに由来する構造単位以外の構
造単位を含んでいてもよい。
【００１８】
　親水性モノマーは、親水性基を含むことが好ましい。親水性基としては、－ＯＨ、－Ｏ
Ｒａ、－ＣＯＲａ、－ＣＯ２Ｒｅ、－ＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、
－ＮＨＣＯＲｄ、－ＮＨＣＯ２Ｒａ、－ＯＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＮ（Ｒａ

）（Ｒｂ）、－ＳＯ３Ｒｅ、－ＯＳＯ３Ｒｅ、－ＳＯ２Ｒｄ、－ＮＨＳＯ２Ｒｄ、－ＳＯ

２Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）
（Ｒｇ）、－ＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、－ＯＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、又はＰＯ３（Ｒｄ

）（Ｒｅ）などを挙げることができる。ここで、Ｒａ、Ｒｂ及びＲｃは、それぞれ独立に
水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアルキル基（好ましくは炭素数１～８）を表し、Ｒｄ

は、直鎖、分岐又は環状のアルキル基（好ましくは炭素数１～８）を表し、Ｒｅ及びＲｆ

は、それぞれ独立に水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアルキル基（好ましくは炭素数１
～８）、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はオニウムを表し、Ｒｇはハロゲンイオン
、無機アニオン、又は有機アニオンを表す。また、－ＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒ

ａ）（Ｒｂ）、－ＯＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＳＯ２

Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）（
Ｒｇ）、－ＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、－ＯＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、又はＰＯ３（Ｒｄ）
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（Ｒｅ）についてＲａ～Ｒｇがお互い結合して環を形成していてもよく、また、形成され
た環は酸素原子、硫黄原子、窒素原子などのヘテロ原子を含むヘテロ環であってもよい。
Ｒａ～Ｒｇはさらに置換基を有していてもよく、ここで導入可能な置換基としては、後述
するＲ１～Ｒ８がアルキル基の場合に導入可能な置換基として挙げたものを同様である。
【００１９】
　親水性基としては、より好ましくは以下に挙げる構造を含むものである。下記構造にお
いて＊はポリマーへの結合位置を表す。
【００２０】
【化２】

【００２１】
　上記式中、Ｒ１０は水素原子または直鎖、分岐又は環状のアルキル基を表し、複数ある
場合各々同一でも異なっていてもよい。Ｒｅは、水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアル
キル基、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はオニウムを表す。ｎは１～１００の整数
を表すことが好ましい。Ｒ１０は複数存在する場合は各々同一でも異なっていてもよい。
【００２２】
　親水性モノマーに含まれる親水性基は、高い吸水性を発現させるために、高い親水性を
示し、かつ水素結合性の小さい官能基が好ましい。具体的には、ピロリドン基、水酸基、
アミド基、ジメチルアミド基、ポリエチレングリコール基、メトキシポリエチレングリコ
ール基等が好ましい。　より好ましくは、ピロリドン基、ポリエチレングリコール基、メ
トキシポリエチレングリコール基、ジメチルアミド基である。尚、上記において、ｎは１
～１００の整数を表すことが好ましい。
　潤滑性被膜の吸水性が高いと、潤滑性被膜の摩擦係数を低減することができ、潤滑性を
さらに向上させることができる。例えば、医療用器具に潤滑性被膜を塗設した場合、患者
の体液を潤滑性被膜が吸収し、摩擦係数を低減させ、潤滑性が向上するので、患者の負担
が軽減される。
【００２３】
　親水性モノマーとしては、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニル－２
－ピロリドン、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレング
リコール（メタ）アクリレート、アクリルアミド、のいずれか少なくとも１種であること
が好ましい。これらのうち、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニル－２
－ピロリドン、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレング
リコール（メタ）アクリレートがより好ましく、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレー
トがさらに好ましい。
【００２４】
　本発明では、Ｎ－メチロールアクリルアミドに由来する構造単位が、親水性ポリマー全
体の１～３０ｍоｌ％含まれることが好ましい。このような範囲にすることで、潤滑性被
膜が膨潤しやすくなり潤滑性に優れるという点で好ましい。また、より好ましくは、Ｎ－
メチロールアクリルアミドに由来する構造単位が、親水性ポリマー全体の２～２５ｍоｌ
％であり、さらに好ましくは、５～２０ｍоｌ％である。
【００２５】
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　該親水性ポリマーは、下記一般式（Ｉ－１）で表される構造及び下記一般式（Ｉ－２）
で表される構造を含む親水性ポリマーであることが好ましい。
【００２６】
【化３】

【００２７】
　一般式（Ｉ－１）及び（Ｉ－２）中、Ｒ１～Ｒ６はそれぞれ独立に水素原子又は炭化水
素基を表す。Ｌは、単結合又は多価の有機連結基を表す。ｘ及びｙは組成比を表し、ｘは
０＜ｘ＜１００、ｙは０＜ｙ＜１００となる数を表す。Ａは－ＯＨ、－ＯＲａ、－ＣＯＲ

ａ、－ＣＯ２Ｒｅ、－ＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＲｄ

、－ＮＨＣＯ２Ｒａ、－ＯＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－
ＳＯ３Ｒｅ、－ＯＳＯ３Ｒｅ、－ＳＯ２Ｒｄ、－ＮＨＳＯ２Ｒｄ、－ＳＯ２Ｎ（Ｒａ）（
Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）（Ｒｇ）、－Ｐ
Ｏ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、－ＯＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、又はＰＯ３（Ｒｄ）（Ｒｅ）を表
す。ここで、Ｒａ、Ｒｂ及びＲｃは、それぞれ独立に水素原子又は直鎖、分岐又は環状の
アルキル基を表し、Ｒｄは、直鎖、分岐又は環状のアルキル基を表し、Ｒｅ及びＲｆは、
それぞれ独立に水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアルキル基、アルカリ金属、アルカリ
土類金属、又はオニウムを表し、Ｒｇはハロゲンイオン、無機アニオン、又は有機アニオ
ンを表す。
【００２８】
　上記一般式（Ｉ－１）及び（Ｉ－２）において、Ｒ１～Ｒ６はそれぞれ独立に、水素原
子又は炭化水素基を表す。
　炭化水素基としては、アルキル基、アリール基などが挙げられ、炭素原子数１～８の直
鎖、分岐又は環状のアルキル基が好ましい。
　具体的には、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、
ヘプチル基、オクチル基、イソプロピル基、イソブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基
、イソペンチル基、ネオペンチル基、１－メチルブチル基、イソヘキシル基、２－エチル
ヘキシル基、２－メチルヘキシル基、シクロペンチル基等が挙げられる。
　Ｒ１～Ｒ６は、効果及び入手容易性の観点から、好ましくは水素原子、メチル基又はエ
チル基である。
【００２９】
　これらの炭化水素基は更に置換基を有していてもよい。アルキル基が置換基を有すると
き、置換アルキル基は置換基とアルキレン基との結合により構成され、ここで、置換基と
しては、水素を除く一価の非金属原子団が用いられる。好ましい例としては、ハロゲン原
子（－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－Ｉ）、ヒドロキシル基、アルコキシ基、アリーロキシ基、
メルカプト基、アルキルチオ基、アリールチオ基、アルキルジチオ基、アリールジチオ基
、アミノ基、Ｎ－アルキルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジアリールアミノ基、Ｎ－アルキル－Ｎ－
アリールアミノ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、Ν－アルキルカルバモイル
オキシ基、Ｎ－アリールカルバモイルオキシ基、Ｎ，Ｎ－ジアルキルカルバモイルオキシ
基、Ｎ，Ｎ－ジアリールカルバモイルオキシ基、Ｎ－アルキル－Ｎ－リールカルバモイル
オキシ基、アルキルスルホキシ基、アリールスルホキシ基、アシルチオ基、アシルアミノ
基、Ｎ－アルキルアシルアミノ基、Ｎ－アリールアシルアミノ基、ウレイド基、Ｎ’－ア
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ルキルウレイド基、Ｎ’，Ｎ’－ジアルキルウレイド基、Ｎ’－アリールウレイド基、Ｎ
’，Ｎ’－ジアリールウレイド基、Ｎ’－アルキル－Ｎ’－アリールウレイド基、Ｎ－ア
ルキルウレイド基、Ｎ－アリールウレイド基、Ｎ’－アルキル－Ｎ－アルキルウレイド基
、Ｎ’－アルキル－Ｎ－アリールウレイド基、Ｎ’，Ｎ’－ジアルキル－Ｎ－アルキルウ
レイト基、Ｎ’，Ｎ’－ジアルキル－Ｎ－アリールウレイド基、Ｎ’－アリール－Ν－ア
ルキルウレイド基、Ｎ’－アリール－Ｎ－アリールウレイド基、Ｎ’，Ｎ’－ジアリール
－Ｎ－アルキルウレイド基、Ｎ’，Ｎ’－ジアリール－Ｎ－アリールウレイド基、Ｎ’－
アルキル－Ｎ’－アリール－Ｎ－アルキルウレイド基、Ｎ’－アルキル－Ｎ’－アリール
－Ｎ－アリールウレイド基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリーロキシカルボニルア
ミノ基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アルコキシカルボニルアミノ基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリー
ロキシカルボニルアミノ基、Ｎ－アリール－Ｎ－アルコキシカルボニルアミノ基、Ｎ－ア
リール－Ｎ－アリーロキシカルボニルアミノ基、ホルミル基、アシル基、カルボキシル基
、アルコキシカルボニル基、
【００３０】
アリーロキシカルボニル基、カルバモイル基、Ｎ－アルキルカルバモイル基、Ｎ，Ｎ－ジ
アルキルカルバモイル基、Ｎ－アリールカルバモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアリールカルバモイ
ル基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリールカルバモイル基、アルキルスルフィニル基、アリール
スルフィニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、スルホ基（－ＳＯ３Ｈ
）及びその共役塩基基（以下、スルホナト基と称す）、アルコキシスルホニル基、アリー
ロキシスルホニル基、スルフィナモイル基、Ｎ－アルキルスルフィナモイル基、Ｎ，Ｎ－
ジアルキルスルフィナモイル基、Ｎ－アリールスルフィナモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアリール
スルフィナモイル基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリールスルフィナモイル基、スルファモイル
基、Ｎ－アルキルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアルキルスルファモイル基、Ｎ－アリー
ルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアリールスルファモイル基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリー
ルスルファモイル基ホスフォノ基（－ＰＯ３Ｈ２）及びその共役塩基基（以下、ホスフォ
ナト基と称す）、ジアルキルホスフォノ基（－ＰＯ３（ａｌｋｙｌ）２）、ジアリールホ
スフォノ基（－ＰＯ３（ａｒｙｌ）２）、アルキルアリールホスフォノ基（－ＰＯ３（ａ
ｌｋｙｌ）（ａｒｙｌ））、モノアルキルホスフォノ基（－ＰＯ３Ｈ（ａｌｋｙｌ））及
びその共役塩基基（以後、アルキルホスフォナト基と称す）、モノアリールホスフォノ基
（－ＰＯ３Ｈ（ａｒｙｌ））及びその共役塩基基（以後、アリールホスフォナト基と称す
）、ホスフォノオキシ基（－ＯＰＯ３Ｈ２）及びその共役塩基基（以後、ホスフォナトオ
キシ基と称す）、ジアルキルホスフォノオキシ基（－ＯＰＯ３（ａｌｋｙｌ）２）、ジア
リールホスフォノオキシ基（－ＯＰＯ３（ａｒｙｌ）２）、アルキルアリールホスフォノ
オキシ基（－ＯＰＯ（ａｌｋｙｌ）（ａｒｙｌ））、モノアルキルホスフォノオキシ基（
－ＯＰＯ３Ｈ（ａｌｋｙｌ））及びその共役塩基基（以後、アルキルホスフォナトオキシ
基と称す）、モノアリールホスフォノオキシ基（－ＯＰＯ３Ｈ（ａｒｙｌ））及びその共
役塩基基（以後、アリールフォスホナトオキシ基と称す）、モルホルノ基、シアノ基、ニ
トロ基、アリール基、アルケニル基、アルキニル基が挙げられる。
【００３１】
　これらの置換基における、アルキル基の具体例としては、Ｒ１～Ｒ８において挙げたア
ルキル基が同様に挙げられ、アリール基の具体例としては、フェニル基、ビフェニル基、
ナフチル基、トリル基、キシリル基、メシチル基、クメニル基、クロロフェニル基、ブロ
モフェニル基、クロロメチルフェニル基、ヒドロキシフェニル基、メトキシフェニル基、
エトキシフェニル基、フェノキシフェニル基、アセトキシフェニル基、ベンゾイロキシフ
ェニル基、メチルチオフェニル基、フェニルチオフェニル基、メチルアミノフェニル基、
ジメチルアミノフェニル基、アセチルアミノフェニル基、カルボキシフェニル基、メトキ
シカルボニルフェニル基、エトキシフェニルカルボニル基、フェノキシカルボニルフェニ
ル基、Ｎ－フェニルカルバモイルフェニル基、フェニル基、シアノフェニル基、スルホフ
ェニル基、スルホナトフェニル基、ホスフォノフェニル基、ホスフォナトフェニル基等を
挙げることができる。また、アルケニル基の例としては、ビニル基、１－プロペニル基、
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１－ブテニル基、シンナミル基、２－クロロ－１－エテニル基等が挙げられ、アルキニル
基の例としては、エチニル基、１－プロピニル基、１－ブチニル基、トリメチルシリルエ
チニル基等が挙げられる。アシル基（Ｇ１ＣＯ－）におけるＧ１としては、水素、ならび
に上記のアルキル基、アリール基を挙げることができる。
【００３２】
　これら置換基のうち、より好ましいものとしてはハロゲン原子（－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ
、－Ｉ）、アルコキシ基、アリーロキシ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、Ｎ－アル
キルアミノ基、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ基、アシルオキシ基、Ｎ－アルキルカルバモイ
ルオキシ基、Ｎ－アリールカバモイルオキシ基、アシルアミノ基、ホルミル基、アシル基
、カルボキシル基、アルコキシカルボニル基、アリーロキシカルボニル基、カルバモイル
基、Ｎ－アルキルカルバモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアルキルカルバモイル基、Ｎ－アリールカ
ルバモイル基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリールカルバモイル基、スルホ基、スルホナト基、
スルファモイル基、Ｎ－アルキルスルファモイル基、Ｎ，Ｎ－ジアルキルスルファモイル
基、Ｎ－アリールスルファモイル基、Ｎ－アルキル－Ｎ－アリールスルファモイル基、ホ
スフォノ基、ホスフォナト基、ジアルキルホスフォノ基、ジアリールホスフォノ基、モノ
アルキルホスフォノ基、アルキルホスフォナト基、モノアリールホスフォノ基、アリール
ホスフォナト基、ホスフォノオキシ基、ホスフォナトオキシ基、アリール基、アルケニル
基が挙げられる。
【００３３】
　一方、置換アルキル基におけるアルキレン基としては好ましくは炭素数１から２０まで
のアルキル基上の水素原子のいずれか１つを除し、２価の有機残基としたものを挙げるこ
とができ、より好ましくは炭素原子数１から１２まで、更に好ましくは炭素原子数１から
８の直鎖状、より好ましくは炭素原子数３から１２までの、更に好ましくは炭素原子数３
から８までの分岐状ならびにより好ましくは炭素原子数５から１０まで、更に好ましくは
炭素原子数５から８までの環状のアルキレン基を挙げることができる。該置換基とアルキ
レン基を組み合わせる事により得られる置換アルキル基の、好ましい具体例としては、ク
ロロメチル基、ブロモメチル基、２－クロロエチル基、トリフルオロメチル基、ヒドロキ
シメチル基、メトキシメチル基、メトキシエトキシエチル基、アリルオキシメチル基、フ
ェノキシメチル基、メチルチオメチル基、トリルチオメチル基、エチルアミノエチル基、
ジエチルアミノプロピル基、モルホリノプロピル基、アセチルオキシメチル基、ベンゾイ
ルオキシメチル基、Ｎ－シクロヘキシルカルバモイルオキシエチル基、Ｎ－フェニルカル
バモイルオキシエチル基、アセチルアミノエチル基、Ｎ－メチルベンゾイルアミノプロピ
ル基、２－オキシエチル基、２－オキシプロピル基、カルボキシプロピル基、メトキシカ
ルボニルエチル基、アリルオキシカルボニルブチル基、
【００３４】
クロロフェノキシカルボニルメチル基、カルバモイルメチル基、Ｎ－メチルカルバモイル
エチル基、Ｎ，Ｎ－ジプロピルカルバモイルメチル基、Ｎ－（メトキシフェニル）カルバ
モイルエチル基、Ｎ－メチル－Ｎ－（スルホフェニル）カルアバモイルメチル基、スルホ
ブチル基、スルホナトブチル基、スルファモイルブチル基、Ｎ－エチルスルファモイルメ
チル基、Ｎ，Ｎ－ジプロピルスルファモイルプロピル基、Ｎ－トリルスルファモイルプロ
ピル基、Ｎ－メチル－Ｎ－（ホスフォノフェニル）スルファモイルオクチル基、ホスフォ
ノブチル基、ホスフォナトヘキシル基、ジエチルホスフォノブチル基、ジフェニルホスフ
ォノプロピル基、メチルホスフォノブチル基、メチルホスフォナトブチル基、トリルホス
フォノへキシル基、トリルホスフォナトヘキシル基、ホスフォノオキシプロピル基、ホス
フォナトオキシブチル基、ベンジル基、フェネチル基、α－メチルベンジル基、１－メチ
ル－１－フェニルエチル基、ｐ－メチルベンジル基、シンナミル基、アリル基、１－プロ
ペニルメチル基、２－ブテニル基、２－メチルアリル基、２－メチルプロペニルメチル基
、２－プロピニル基、２－ブチニル基、３－ブチニル基等を挙げることができる。
【００３５】
　潤滑性の観点から上記のなかでもヒドロキシメチル基が好ましい。
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【００３６】
　Ｌは単結合又は有機連結基を表す。ここで単結合とはポリマーの主鎖とＡが連結鎖なし
に直接結合していることを表す。
　Ｌが有機連結基を表す場合、Ｌは非金属原子からなる多価の連結基を表し、０個から６
０個までの炭素原子、０個から１０個までの窒素原子、０個から５０個までの酸素原子、
０個から１００個までの水素原子、及び０個から２０個までの硫黄原子から成り立つもの
である。具体的には、－Ｎ＜、脂肪族基、芳香族基、複素環基、及びそれらの組合せから
選ばれることが好ましく、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＮＨ－、あるいは、－Ｏ－又は
Ｓ－又はＣＯ－又はＮＨ－を含む組合せで、２価の連結基であることが好ましい。
　より具体的な連結基としては下記の構造単位又はこれらが組合わされて構成されるもの
を挙げることができる。　
【００３７】
【化４】

【００３８】
　一般式（Ｉ－１）において、Ｌは単結合、又は、－ＣＯＮＨ－、－ＮＨＣＯＮＨ－、－
ＯＣＯＮＨ－、－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｎ－、－ＳＯ２ＮＨ－及び－ＳＯ

３－からなる群より選択される構造を１つ以上有する連結基であることが好ましい。
【００３９】
　一般式（Ｉ－１）中、Ａは－ＯＨ、－ＯＲａ、－ＣＯＲａ、－ＣＯ２Ｒｅ、－ＣＯＮ（
Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＲｄ、－ＮＨＣＯ２Ｒａ、－ＯＣＯ
Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＳＯ３Ｒｅ、－ＯＳＯ３Ｒｅ、
－ＳＯ２Ｒｄ、－ＮＨＳＯ２Ｒｄ、－ＳＯ２Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）
（Ｒｃ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）（Ｒｇ）、－ＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、－ＯＰ
Ｏ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、又はＰＯ３（Ｒｄ）（Ｒｅ）を表す。ここで、Ｒａ、Ｒｂ及びＲ

ｃは、それぞれ独立に水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアルキル基（好ましくは炭素数
１～８）を表し、Ｒｄは、直鎖、分岐又は環状のアルキル基（好ましくは炭素数１～８）
を表し、Ｒｅ及びＲｆは、それぞれ独立に水素原子又は直鎖、分岐又は環状のアルキル基
（好ましくは炭素数１～８）、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はオニウムを表し、
Ｒｇはハロゲンイオン、無機アニオン、又は有機アニオンを表す。また、－ＣＯＮ（Ｒａ

）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＯＣＯＮ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－ＮＨＣＯＮ（Ｒａ

）（Ｒｂ）、－ＳＯ２Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）、－Ｎ（Ｒａ）（Ｒｂ）（Ｒｃ）、－Ｎ（Ｒａ
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）（Ｒｂ）（Ｒｃ）（Ｒｇ）、－ＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）、－ＯＰＯ３（Ｒｅ）（Ｒｆ）
、又はＰＯ３（Ｒｄ）（Ｒｅ）についてＲａ～Ｒｇがお互い結合して環を形成していても
よく、また、形成された環は酸素原子、硫黄原子、窒素原子などのヘテロ原子を含むヘテ
ロ環であってもよい。Ｒａ～Ｒｇはさらに置換基を有していてもよく、ここで導入可能な
置換基としては、前記Ｒ１～Ｒ８がアルキル基の場合に導入可能な置換基として挙げたも
のを同様に挙げることができる。
【００４０】
　Ｒａ～Ｒｆにおいて、直鎖、分岐又は環状のアルキル基としては、具体的には、メチル
基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル
基、イソプロピル基、イソブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、イソペンチル基、ネ
オペンチル基、１－メチルブチル基、イソヘキシル基、２－エチルヘキシル基、２－メチ
ルヘキシル基、シクロペンチル基等が好適に挙げられる。
　また、Ｒａ～Ｒｇにおいて、アルカリ金属としては、リチウム、ナトリウム又はカリウ
ム等、アルカリ土類金属としてしはバリウム等、オニウムとしてはアンモニウム、ヨード
ニウム又はスルホニウム等が好適に挙げられる。
　ハロゲンイオンとしてはフッ素イオン、塩素イオン、臭素イオンを挙げることでき、無
機アニオンとしては硝酸アニオン、硫酸アニオン、テトラフルオロホウ酸アニオン、ヘキ
サフルオロリン酸アニオン等が、有機アニオンとしてはメタンスルホン酸アニオン、トリ
フルオロメタンスルホン酸アニオン、ノナフルオロブタンスルホン酸アニオン、ｐ－トル
エンスルホン酸アニオン等が好適に挙げられる。
【００４１】
　Ａとしては、高い吸水性を発現させるために、高い親水性を示し、かつ水素結合性の小
さい官能基が良く、具体的には、ピロリドン基、水酸基、アミド基、ジメチルアミド基、
ポリエチレングリコール基、メトキシポリエチレングリコール基等が好ましい。より好ま
しくは、ピロリドン基、ポリエチレングリコール基、メトキシポリエチレングリコール基
、ジメチルアミド基である。尚、上記において、ｎは１～１００の整数を表すことが好ま
しく、２～３０を表すことがより好ましい。
【００４２】
　一般式（Ｉ－１）及び（Ｉ－２）において、ｘ及びｙは親水性ポリマーにおける、一般
式（Ｉ－１）で表される構造単位と一般式（Ｉ－２）で表される構造単位の組成比を表す
。ｘは０＜ｘ＜１００、ｙは０＜ｙ＜１００である。ｘは７０≦ｘ≦９９の範囲であるこ
とが好ましく、８０≦ｘ≦９６の範囲であることがさらに好ましい。ｙは１≦ｙ≦３０の
範囲であることが好ましく、４≦ｙ≦２０の範囲であることがさらに好ましい。
【００４３】
　好ましくは、一般式（Ｉ－１）の構造単位のモル比（ｘ）と一般式（Ｉ－２）の構造単
位のモル比（ｙ）が、ｘ／ｙ＝５０／５０～９９／１の範囲が好ましく、ｘ／ｙ＝７０／
３０～９９／１がより好ましく、ｘ／ｙ＝８０／２０～９６／４が最も好ましい。ｘ／ｙ
が５０／５０以上であれば潤滑性が不足することなく、一方、ｘ／ｙ＝９９／１以下であ
れば、メチロール基の量が十分量となり、十分な硬化が得られ、膜強度、密着性も十分な
ものとなる。
【００４４】
　親水性ポリマーの質量平均分子量は、１，０００～１００，０００，０００が好ましく
、１，０００～５０，０００，０００がさらに好ましく、１，０００～１０，０００，０
００が最も好ましい。
【００４５】
　親水性ポリマーは、他のモノマーとの共重合体であってもよい。用いることができる他
のモノマーとしては、例えば、アクリル酸エステル類、メタクリル酸エステル類、アクリ
ルアミド類、メタクリルアミド類、ビニルエステル類、スチレン類、アクリル酸、メタク
リル酸、アクリロニトリル、無水マレイン酸、マレイン酸イミド等の公知のモノマーも挙
げられる。このようなモノマー類を共重合させることで、製膜性、膜強度、親水性、疎水
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性、溶解性、反応性、安定性、脆性等の諸物性を改善することができる。特に、親水性ポ
リマーは親水基の相互作用が大きいため、脆くなり易い。この脆性を改良するために、他
のモノマーと共重合化させることは効果的である。
【００４６】
　アクリル酸エステル類の具体例としては、メチルアクリレート、エチルアクリレート、
（ｎ－又はｉ－）プロピルアクリレート、（ｎ－、ｉ－、ｓｅｃ－又はｔ－）ブチルアク
リレート、アミルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ドデシルアクリレー
ト、クロロエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプ
ロピルアクリレート、２－ヒドロキシペンチルアクリレート、シクロヘキシルアクリレー
ト、アリルアクリレート、トリメチロールプロパンモノアクリレート、ペンタエリスリト
ールモノアクリレート、ベンジルアクリレート、メトキシベンジルアクリレート、クロロ
ベンジルアクリレート、ヒドロキシベンジルアクリレート、ヒドロキシフェネチルアクリ
レート、ジヒドロキシフェネチルアクリレート、フルフリルアクリレート、テトラヒドロ
フルフリルアクリレート、フェニルアクリレート、ヒドロキシフェニルアクリレート、ク
ロロフェニルアクリレート、スルファモイルフェニルアクリレート、２－（ヒドロキシフ
ェニルカルボニルオキシ）エチルアクリレート等が挙げられる。
【００４７】
　メタクリル酸エステル類の具体例としては、メチルメタクリレート、エチルメタクリレ
ート、（ｎ－又はｉ－）プロピルメタクリレート、（ｎ－、ｉ－、ｓｅｃ－又はｔ－）ブ
チルメタクリレート、アミルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ドデ
シルメタクリレート、クロロエチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレー
ト、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、２－ヒドロキシペンチルメタクリレート、
シクロヘキシルメタクリレート、アリルメタクリレート、トリメチロールプロパンモノメ
タクリレート、ペンタエリスリトールモノメタクリレート、ベンジルメタクリレート、メ
トキシベンジルメタクリレート、クロロベンジルメタクリレート、ヒドロキシベンジルメ
タクリレート、ヒドロキシフェネチルメタクリレート、ジヒドロキシフェネチルメタクリ
レート、フルフリルメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、フェニル
メタクリレート、ヒドロキシフェニルメタクリレート、クロロフェニルメタクリレート、
スルファモイルフェニルメタクリレート、２－（ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）
エチルメタクリレート等が挙げられる。
【００４８】
　アクリルアミド類の具体例としては、アクリルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、Ｎ
－エチルアクリルアミド、Ｎ－プロピルアクリルアミド、Ｎ－ブチルアクリルアミド、Ｎ
－ベンジルアクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチルアクリルアミド、Ｎ－フェニルアクリ
ルアミド、Ｎ－トリルアクリルアミド、Ｎ－（ヒドロキシフェニル）アクリルアミド、Ｎ
－（スルファモイルフェニル）アクリルアミド、Ｎ－（フェニルスルホニル）アクリルア
ミド、Ｎ－（トリルスルホニル）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ
－メチル－Ｎ－フェニルアクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチルアクリルア
ミド等が挙げられる。
【００４９】
　メタクリルアミド類の具体例としては、メタクリルアミド、Ｎ－メチルメタクリルアミ
ド、Ｎ－エチルメタクリルアミド、Ｎ－プロピルメタクリルアミド、Ｎ－ブチルメタクリ
ルアミド、Ｎ－ベンジルメタクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチルメタクリルアミド、Ｎ
－フェニルメタクリルアミド、Ｎ－トリルメタクリルアミド、Ｎ－（ヒドロキシフェニル
）メタクリルアミド、Ｎ－（スルファモイルフェニル）メタクリルアミド、Ｎ－（フェニ
ルスルホニル）メタクリルアミド、Ｎ－（トリルスルホニル）メタクリルアミド、Ｎ－メ
チル－Ｎ－フェニルメタクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチルメタクリルア
ミド等が挙げられる。
【００５０】
　ビニルエステル類の具体例としては、ビニルアセテート、ビニルブチレート、ビニルベ
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　スチレン類の具体例としては、スチレン、メチルスチレン、ジメチルスチレン、トリメ
チルスチレン、エチルスチレン、プロピルスチレン、シクロヘキシルスチレン、クロロメ
チルスチレン、トリフルオロメチルスチレン、エトキシメチルスチレン、アセトキシメチ
ルスチレン、メトキシスチレン、ジメトキシスチレン、クロロスチレン、ジクロロスチレ
ン、ブロモスチレン、ヨードスチレン、フルオロスチレン、カルボキシスチレン等が挙げ
られる。
【００５１】
　これらの他のモノマーの割合は、諸物性の改良に十分な量である必要があるが、潤滑性
被膜としての機能が十分であり、親水性ポリマーを添加する利点を十分得るために、割合
は大きすぎないほうが好ましい。従って、親水性ポリマー中の他のモノマーの好ましい総
割合は８０質量％以下であることが好ましく、さらに好ましくは５０質量％以下である。
【００５２】
　親水性ポリマーの共重合比の測定は、核磁気共鳴装置（ＮＭＲ）や、標準物質で検量線
を作成し、赤外分光光度計により測定することができる。
【００５３】
　本発明における潤滑性被膜用組成物は、親水性ポリマーを単独あるいは２種以上を混合
して使用することができる。
　親水性ポリマーは硬化性と潤滑性の観点から、潤滑性被膜用組成物の全固形分に対して
２０～９９．５質量％使用されることが好ましく、３０～９９．５質量％使用されること
がさらに好ましい。
【００５４】
　以下に、本発明に用いることのできる親水性ポリマーの具体例をその質量平均分子量（
Ｍ．Ｗ．）とともに以下に示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。なお、以
下に示す具体例のポリマーは記載される各構造単位が記載のモル比で含まれるランダム共
重合体又はブロック共重合体であることを意味する。
【００５５】
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【化１５】

【００６６】
　上記、潤滑性被膜用組成物は、粘度が０．１～１００ｍＰａ・ｓ（５％水溶液、２０℃
測定）、好ましくは０．５～７０ｍＰａ・ｓ、さらに好ましくは１～５０ｍＰａ・ｓの範
囲にあると、良好な膜物性を与える。
【００６７】
　〔触媒〕
　本発明の潤滑性被膜用組成物には、触媒を含むことが好ましい。触媒を使用することに
より、潤滑性被膜を形成するための乾燥温度を低く設定することが可能であり、基材上で
の熱変形を抑制できる。
【００６８】
　本発明で用いることができる触媒としては、親水性ポリマー同士、親水性ポリマーと架
橋剤、又は、親水性ポリマーとその他の添加剤と結合を生起させる反応を促進する触媒が
選択されることが好ましい。触媒としては酸または塩基が好ましい。酸、あるいは塩基性
化合物をそのまま用いるか、又は、酸、あるいは塩基性化合物を水又はアルコールなどの
溶媒に溶解させた状態のもの（以下、これらを包括してそれぞれ酸性触媒、塩基性触媒と
も称する）を用いることが好ましい。酸、あるいは塩基性化合物を溶媒に溶解させる際の
濃度については特に限定はなく、用いる酸、或いは塩基性化合物の特性、触媒の所望の含
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有量などに応じて適宜選択すればよい。ここで、触媒を構成する酸或いは塩基性化合物の
濃度が高い場合は、重縮合速度が速くなる傾向がある。但し、濃度の高い塩基性触媒を用
いると、潤滑性被膜用組成物中で沈殿物が生成する場合があるため、塩基性触媒を用いる
場合、その濃度は水溶液での濃度換算で１Ｎ以下であることが望ましい。
【００６９】
　酸性触媒あるいは塩基性触媒の種類は特に限定されないが、濃度の濃い触媒を用いる必
要がある場合には乾燥後に塗膜中にほとんど残留しないような元素から構成される触媒が
よい。具体的には、酸性触媒としては、塩酸などのハロゲン化水素、硝酸、硫酸、亜硫酸
、硫化水素、過塩素酸、過酸化水素、炭酸、蟻酸や酢酸などのカルボン酸、そのＲＣＯＯ
Ｈで表される構造式のＲを他元素又は置換基によって置換した置換カルボン酸、ベンゼン
スルホン酸などのスルホン酸などが挙げられ、塩基性触媒としては、アンモニア水などの
アンモニア性塩基、エチルアミンやアニリンなどのアミン類などが挙げられる。
【００７０】
　また、前記の触媒の他に金属錯体からなるルイス酸触媒もまた好ましく使用できる。特
に好ましい触媒は、金属錯体触媒であり、周期律表の２Ａ、３Ｂ、４Ａ及び５Ａ族から選
ばれる金属元素とβ－ジケトン、ケトエステル、ヒドロキシカルボン酸又はそのエステル
、アミノアルコール、エノール性活性水素化合物の中から選ばれるオキソ又はヒドロキシ
酸素含有化合物から構成される金属錯体である。
　構成金属元素の中では、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａなどの２Ａ族元素、Ａｌ、Ｇａなどの
３Ｂ族元素、Ｔｉ、Ｚｒなどの４Ａ族元素及びＶ、Ｎｂ及びＴａなどの５Ａ族元素が好ま
しく、それぞれ触媒効果の優れた錯体を形成する。その中でもＺｒ、Ａｌ及びＴｉから得
られる錯体が優れており、好ましい。
【００７１】
　上記金属錯体の配位子を構成するオキソ又はヒドロキシ酸素含有化合物は、本発明にお
いては、アセチルアセトン（２，４－ペンタンジオン）、２，４－ヘプタンジオンなどの
βジケトン、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル、アセト酢酸ブチルなどのケトエステ
ル類、乳酸、乳酸メチル、サリチル酸、サリチル酸エチル、サリチル酸フェニル、リンゴ
酸，酒石酸、酒石酸メチルなどのヒドロキシカルボン酸及びそのエステル、４－ヒドロキ
シ－４－メチル－２－ペンタノン、４－ヒドロキシ－２－ペンタノン、４－ヒドロキシ－
４－メチル－２－ヘプタノン、４－ヒドロキシ－２－ヘプタノンなどのケトアルコール類
、モノエタノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－メチル－モノエタノ
ールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミンなどのアミノアルコール類、メ
チロールメラミン、メチロール尿素、メチロールアクリルアミド、マロン酸ジエチルエス
テルなどのエノール性活性化合物、アセチルアセトン（２，４－ペンタンジオン）のメチ
ル基、メチレン基又はカルボニル炭素に置換基を有する化合物が挙げられる。
【００７２】
　好ましい配位子はアセチルアセトン又はアセチルアセトン誘導体であり、アセチルアセ
トン誘導体は、本発明においては、アセチルアセトンのメチル基、メチレン基又はカルボ
ニル炭素に置換基を有する化合物を指す。アセチルアセトンのメチル基に置換する置換基
としては、いずれも炭素数が１～３の直鎖又は分岐のアルキル基、アシル基、ヒドロキシ
アルキル基、カルボキシアルキル基、アルコキシ基、アルコキシアルキル基であり、アセ
チルアセトンのメチレン基に置換する置換基としてはカルボキシル基、いずれも炭素数が
１～３の直鎖又は分岐のカルボキシアルキル基及びヒドロキシアルキル基であり、アセチ
ルアセトンのカルボニル炭素に置換する置換基としては炭素数が１～３のアルキル基であ
ってこの場合はカルボニル酸素には水素原子が付加して水酸基となる。
【００７３】
　好ましいアセチルアセトン誘導体の具体例としては、エチルカルボニルアセトン、ｎ－
プロピルカルボニルアセトン、ｉ－プロピルカルボニルアセトン、ジアセチルアセトン、
１―アセチル－１－プロピオニル－アセチルアセトン、ヒドロキシエチルカルボニルアセ
トン、ヒドロキシプロピルカルボニルアセトン、アセト酢酸、アセトプロピオン酸、ジア
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セト酢酸、３，３－ジアセトプロピオン酸、４，４－ジアセト酪酸、カルボキシエチルカ
ルボニルアセトン、カルボキシプロピルカルボニルアセトン、ジアセトンアルコールが挙
げられる。
【００７４】
　中でも、アセチルアセトン及びジアセチルアセトンがとくに好ましい。上記のアセチル
アセトン誘導体と上記金属元素の錯体は、金属元素１個当たりにアセチルアセトン誘導体
が１～４分子配位する単核錯体であり、金属元素の配位可能の手がアセチルアセトン誘導
体の配位可能結合手の数の総和よりも多い場合には、水分子、ハロゲンイオン、ニトロ基
、アンモニオ基など通常の錯体に汎用される配位子が配位してもよい。
【００７５】
　好ましい金属錯体の例としては、トリス（アセチルアセトナト）アルミニウム錯塩、ジ
（アセチルアセトナト）アルミニウム・アコ錯塩、モノ（アセチルアセトナト）アルミニ
ウム・クロロ錯塩、ジ（ジアセチルアセトナト）アルミニウム錯塩、エチルアセトアセテ
ートアルミニウムジイソプロピレート、アルミニウムトリス（エチルアセトアセテート）
、環状アルミニウムオキサイドイソプロピレート、トリス（アセチルアセトナト）バリウ
ム錯塩、ジ（アセチルアセトナト）チタニウム錯塩、トリス（アセチルアセトナト）チタ
ニウム錯塩、ジ－ｉ－プロポキシ・ビス（アセチルアセトナト）チタニウム錯塩、ジルコ
ニウムトリス（エチルアセトアセテート）、ジルコニウムトリス（安息香酸）錯塩、等が
挙げられる。これらは水系塗布液での安定性及び、加熱乾燥時のゾルゲル反応でのゲル化
促進効果に優れているが、中でも、特にエチルアセトアセテートアルミニウムジイソプロ
ピレート、アルミニウムトリス（エチルアセトアセテート）、ジ（アセチルアセトナト）
チタニウム錯塩、ジルコニウムトリス（エチルアセトアセテート）が好ましい。
【００７６】
　上記した金属錯体の対塩の記載を本明細書においては省略しているが、対塩の種類は、
錯体化合物としての電荷の中性を保つ水溶性塩である限り任意であり、例えば硝酸塩、ハ
ロゲン酸塩、硫酸塩、燐酸塩などの化学量論的中性が確保される塩の形が用いられる。
　金属錯体の反応メカニズムとしては、塗布液中では、金属錯体は、配位構造を取って安
定であり、塗布後の加熱乾燥過程に始まる縮合反応では、酸触媒に似た機構で架橋を促進
させるものと考えられる。いずれにしても、この金属錯体を用いたことにより塗布液経時
安定性及び皮膜面質の改善と、高親水性、高耐久性の、いずれも満足させるに至った。
【００７７】
　触媒は、本発明の潤滑性被膜用組成物中に、全固形分に対して、好ましくは０～５０質
量％、更に好ましくは１～２５質量％の範囲で使用される。また、触媒は、単独で用いて
も２種以上併用してもよい。
【００７８】
　〔架橋剤〕
　潤滑性被膜用組成物中に、親水性ポリマーを含有する場合は、良好な硬化性を得るため
に架橋剤を含有することができる。
【００７９】
　架橋剤としては、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ａｌから選択される元素を含むアルコキシド化合
物（金属アルコキシドともいう）がとくに好ましい。金属アルコキシドは、その構造中に
加水分解して重縮合可能な官能基を有し、架橋剤としての機能を果たす加水分解重合性化
合物であり、金属アルコキシド同士が重縮合することにより架橋構造を有する強固な架橋
皮膜を形成し、さらに前記親水性ポリマーとも化学結合することができる。金属アルコキ
シドは一般式（Ｖ－１）又は一般式（Ｖ－２）で表すことができ、式中、Ｒ２０は水素原
子、アルキル基又はアリール基を表し、Ｒ２１及びＲ２２はアルキル基又はアリール基を
表し、ＺはＳｉ、Ｔｉ又はＺｒを表し、ｍは０～２の整数を表す。Ｒ２０及びＲ２１がア
ルキル基を表す場合の炭素数は好ましくは１から４である。アルキル基又はアリール基は
置換基を有していてもよく、導入可能な置換基としては、ハロゲン原子、アミノ基、メル
カプト基などが挙げられる。なお、この化合物は低分子化合物であり、分子量２０００以
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下であることが好ましい。
【００８０】
　（Ｒ２０）ｍ－Ｚ－（ＯＲ２１）４－ｍ　　　　　　　　　（Ｖ－１）
　　Ａｌ－（ＯＲ２２）３　　　　　　　　　　　　  　（Ｖ－２）
【００８１】
　以下に、一般式（Ｖ－１）又は一般式（Ｖ－２）で表される金属アルコキシドの具体例
を挙げるが、これに限定されるものではない。
【００８２】
　ＺがＳｉの場合、即ち、加水分解性化合物中にケイ素を含むものとしては、例えば、ト
リメトキシシラン、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、テトラプロポキシシ
ラン、メチルトリメトキシシラン、ジメチルジメトキシシラン、γ－クロロプロピルトリ
エトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリ
エトキシシラン、フェニルトリメトキシシラン、ジフェニルジメトキシシラン、等を挙げ
ることができる。これらのうち特に好ましいものとしては、トリメトキシシラン、テトラ
メトキシシラン、テトラエトキシシラン、メチルトリメトキシシラン、ジメチルジメトキ
シシラン、フェニルトリメトキシシラン、等を挙げることができる。
【００８３】
　ＺがＴｉである場合、即ち、チタンを含むものとしては、例えば、トリメトキシチタネ
ート、テトラメトキシチタネート、トリエトキシチタネート、テトラエトキシチタネート
、テトラプロポキシタネート、クロロトリメトキシチタネート、クロロトリエトキシチタ
ネート、エチルトリメトキシチタネート、メチルトリエトキシチタネート、エチルトリエ
トキシチタネート、ジエチルジエトキシチタネート、フェニルトリメトキシチタネート、
フェニルトリエトキシチタネート等を挙げることができる。ＺがＺｒである場合、即ち、
ジルコニウムを含むものとしては、例えば、前記チタンを含むものとして例示した化合物
に対応するジルコネートを挙げることができる。
　また、中心金属がＡｌである場合、即ち、加水分解性化合物中にアルミニウムを含むも
のとしては、例えば、トリメトキシアルミネート、トリエトキシアルミネート、トリプロ
ポキシアルミネート、トリイソプロポキシアルミネート等を挙げることができる。
【００８４】
　上記のなかでも、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、メチルトリメトキシ
シラン、メチルトリエトキシシランが特に好ましい。
【００８５】
　Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ａｌから選択される金属アルコキシド化合物は、多く加え過ぎると
膨潤し難くなり潤滑性が低下することから、潤滑性被膜用組成物の全固形分に対して、０
～５０質量％使用されることが好ましく、０～２０質量％使用されることがさらに好まし
い。　
【００８６】
　〔その他の添加剤〕
　さらにこの他にも、必要に応じて、例えば、レベリング添加剤、マット剤、膜物性を調
整するためのワックス類、基材への密着性を改善するために、親水性を阻害しない範囲で
タッキファイヤーなどを含有させることができる。
　タッキファイヤーとしては、具体的には、特開２００１－４９２００号公報の５～６ペ
ージに記載されている高分子量の粘着性ポリマー（例えば、（メタ）アクリル酸と炭素数
１～２０のアルキル基を有するアルコールとのエステル、（メタ）アクリル酸と炭素数３
～１４の脂環族アルコールとのエステル、（メタ）アクリル酸と炭素数６～１４の芳香族
アルコールとのエステルからなる共重合物）や、重合性不飽和結合を有する低分子量粘着
付与性樹脂などである。
【００８７】
　（界面活性剤）
　本発明においては、潤滑性被膜用組成物の被膜面状を向上させるために界面活性剤を用



(28) JP 2010-239981 A 2010.10.28

10

20

30

40

50

いるのが好ましい。界面活性剤としては、ノニオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤
、カチオン系界面活性剤、両性界面活性剤、フッ素系界面活性剤等が挙げられる。
【００８８】
　本発明に用いられるノニオン界面活性剤は、特に限定されず、従来公知のものを用いる
ことができる。例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテル類、ポリオキシエチレンポリスチリルフェニルエーテル類、ポリ
オキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル類、グリセリン脂肪酸部分エステ
ル類、ソルビタン脂肪酸部分エステル類、ペンタエリスリトール脂肪酸部分エステル類、
プロピレングリコールモノ脂肪酸エステル類、ショ糖脂肪酸部分エステル類、ポリオキシ
エチレンソルビタン脂肪酸部分エステル類、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸部分
エステル類、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル類、ポリグリセリン脂肪酸部分エス
テル類、ポリオキシエチレン化ひまし油類、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸部分エ
ステル類、脂肪酸ジエタノールアミド類、Ｎ，Ｎ－ビス－２－ヒドロキシアルキルアミン
類、ポリオキシエチレンアルキルアミン、トリエタノールアミン脂肪酸エステル、トリア
ルキルアミンオキシド、ポリエチレングリコール、ポリエチレングリコールとポリプロピ
レングリコールの共重合体が挙げられる。
【００８９】
　本発明に用いられるアニオン界面活性剤は、特に限定されず、従来公知のものを用いる
ことができる。例えば、脂肪酸塩類、アビエチン酸塩類、ヒドロキシアルカンスルホン酸
塩類、アルカンスルホン酸塩類、ジアルキルスルホ琥珀酸エステル塩類、直鎖アルキルベ
ンゼンスルホン酸塩類、分岐鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキルナフタレンス
ルホン酸塩類、アルキルフェノキシポリオキシエチレンプロピルスルホン酸塩類、ポリオ
キシエチレンアルキルスルホフェニルエーテル塩類、Ｎ－メチル－Ｎ－オレイルタウリン
ナトリウム塩、Ｎ－アルキルスルホコハク酸モノアミド二ナトリウム塩、石油スルホン酸
塩類、硫酸化牛脂油、脂肪酸アルキルエステルの硫酸エステル塩類、アルキル硫酸エステ
ル塩類、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩類、脂肪酸モノグリセリド
硫酸エステル塩類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸エステル塩類、ポ
リオキシエチレンスチリルフェニルエーテル硫酸エステル塩類、アルキルリン酸エステル
塩類、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル塩類、ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテルリン酸エステル塩類、スチレン／無水マレイン酸共重合物の部分
けん化物類、オレフィン／無水マレイン酸共重合物の部分けん化物類、ナフタレンスルホ
ン酸塩ホルマリン縮合物類が挙げられる。
【００９０】
　本発明に用いられるカチオン界面活性剤は、特に限定されず、従来公知のものを用いる
ことができる。例えば、アルキルアミン塩類、第四級アンモニウム塩類、ポリオキシエチ
レンアルキルアミン塩類、ポリエチレンポリアミン誘導体が挙げられる。
　本発明に用いられる両性界面活性剤は、特に限定されず、従来公知のものを用いること
ができる。例えば、カルボキシベタイン類、アミノカルボン酸類、スルホベタイン類、ア
ミノ硫酸エステル類、イミタゾリン類が挙げられる。
　なお、上記界面活性剤の中で、「ポリオキシエチレン」とあるものは、ポリオキシメチ
レン、ポリオキシプロピレン、ポリオキシブチレン等の「ポリオキシアルキレン」に読み
替えることもでき、本発明においては、それらの界面活性剤も用いることができる。
【００９１】
　更に好ましい界面活性剤としては、分子内にパーフルオロアルキル基を含有するフッ素
系界面活性剤が挙げられる。このようなフッ素系界面活性剤としては、例えば、パーフル
オロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロアルキルスルホン酸塩、パーフルオロアルキル
リン酸エステル等のアニオン型；パーフルオロアルキルベタイン等の両性型；パーフルオ
ロアルキルトリメチルアンモニウム塩等のカチオン型；パーフルオロアルキルアミンオキ
サイド、パーフルオロアルキルエチレンオキシド付加物、パーフルオロアルキル基及び親
水性基を含有するオリゴマー、パーフルオロアルキル基及び親油性基を含有するオリゴマ
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ー、パーフルオロアルキル基、親水性基及び親油性基を含有するオリゴマー、パーフルオ
ロアルキル基及び親油性基を含有するウレタン等のノニオン型が挙げられる。また、特開
昭６２－１７０９５０号、同６２－２２６１４３号及び同６０－１６８１４４号の各公報
に記載されているフッ素系界面活性剤も好適に挙げられる。
　界面活性剤は、本発明の潤滑性被膜用組成物中に、全固形分に対して、好ましくは０．
００１～１０質量％、更に好ましくは０．０１～５質量％の範囲で使用される。また、界
面活性剤は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００９２】
　好ましい界面活性剤の具体例を以下に示すが、本発明はこれらに限定されない。
【００９３】
【化１６】

【００９４】
　（無機微粒子）
　本発明の潤滑性性被膜用組成物には、形成される潤滑性性被膜の強度向上及び親水性向
上のために無機微粒子を含有してもよい。無機微粒子としては、例えば、シリカ、アルミ
ナ、酸化マグネシウム、酸化チタン、炭酸マグネシウム、アルギン酸カルシウム又はこれ
らの混合物が好適に挙げられる。
　無機微粒子は、平均粒径が、好ましくは５ｎｍ～１０μｍ、より好ましくは０．５～３
μｍであるのがよい。上記範囲であると、潤滑性被膜中に安定に分散して、潤滑性被膜の
膜強度を十分に保持し、親水性に優れる膜を形成することができる。上述したような無機
微粒子はコロイダルシリカ分散物等の市販品として容易に入手することができる。
【００９５】
　本発明に係る無機微粒子は、本発明の潤滑性被膜用組成物中に、全固形分に対して、好
ましくは２０質量％以下、より好ましくは１０質量％以下の範囲で使用される。また、無
機微粒子は、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００９６】
　（酸化防止剤）
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　本発明の潤滑性部材の安定性向上のため、潤滑性被膜用組成物に酸化防止剤を添加する
ことができる。酸化防止剤としては、ヨーロッパ公開特許、同第２２３７３９号公報、同
３０９４０１号公報、同第３０９４０２号公報、同第３１０５５１号公報、同第３１０５
５２号公報、同第４５９４１６号公報、ドイツ公開特許第３４３５４４３号公報、特開昭
５４－４８５３５号公報、同６２－２６２０４７号公報、同６３－１１３５３６号公報、
同６３－１６３３５１号公報、特開平２－２６２６５４号公報、特開平２－７１２６２号
公報、特開平３－１２１４４９号公報、特開平５－６１１６６号公報、特開平５－１１９
４４９号公報、米国特許第４８１４２６２号明細書、米国特許第４９８０２７５号明細書
等に記載のものを挙げることができる。
　添加量は目的に応じて適宜選択されるが、固形分換算で０．１～８質量％であることが
好ましい。
【００９７】
　（高分子化合物）
　本発明の潤滑性被膜用組成物には、潤滑性被膜の膜物性を調整するため、親水性を阻害
しない範囲で各種高分子化合物を添加することができる。高分子化合物としては、アクリ
ル系重合体、ポリビニルアルコール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリウレタン樹脂
、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ポリカーボネー
ト樹脂、ポリビニルホルマール樹脂、シェラック、ビニル系樹脂、アクリル系樹脂、ゴム
系樹脂、ワックス類、その他の天然樹脂等が使用できる。また、これらは２種以上併用し
てもかまわない。これらのうち、アクリル系のモノマーの共重合によって得られるビニル
系共重合体が好ましい。更に、高分子結合材の共重合組成として、「カルボキシル基含有
モノマー」、「メタクリル酸アルキルエステル」、又は「アクリル酸アルキルエステル」
を構造単位として含む共重合体も好ましく用いられる。
【００９８】
（紫外線吸収剤）
　本発明においては、潤滑性部材の耐候性向上、耐久性向上の観点から、紫外線吸収剤を
用いることができる。
　紫外線吸収剤としては、例えば、特開昭５８－１８５６７７号公報、同６１－１９０５
３７号公報、特開平２－７８２号公報、同５－１９７０７５号公報、同９－３４０５７号
公報等に記載されたベゾトリアゾール系化合物、特開昭４６－２７８４号公報、特開平５
－１９４４８３号公報、米国特許第３２１４４６３号等に記載されたベンゾフェノン系化
合物、特公昭４８－３０４９２号公報、同５６－２１１４１号公報、特開平１０－８８１
０６号公報等に記載された桂皮酸系化合物、特開平４－２９８５０３号公報、同８－５３
４２７号公報、同８－２３９３６８号公報、同１０－１８２６２１号公報、特表平８－５
０１２９１号公報等に記載されたトリアジン系化合物、リサーチディスクロージャーＮｏ
．２４２３９号に記載された化合物やスチルベン系、ベンズオキサゾール系化合物に代表
される紫外線を吸収して蛍光を発する化合物、いわゆる蛍光増白剤、などが挙げられる。
　添加量は目的に応じて適宜選択されるが、一般的には、固形分換算で０．５～１５質量
％であることが好ましい。
【００９９】
（溶剤）
　本発明の潤滑性被膜用組成物は、潤滑性被膜形成時に、基板に対する均一な塗膜の形成
性を確保するために、適度に有機溶剤を添加することも有効である。
　溶剤としては、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、ジエチルケトン等のケトン系
溶剤、メタノール、エタノール、２－プロパノール、１－プロパノール、１－ブタノール
、ｔｅｒｔ－ブタノール等のアルコール系溶剤、クロロホルム、塩化メチレン等の塩素系
溶剤、ベンゼン、トルエン等の芳香族系溶剤、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸イソプロピ
ルなどのエステル系溶剤、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエー
テル系溶剤、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールジメチルエー
テル等のグリコールエーテル系溶剤、などが挙げられる。
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　この場合、ＶＯＣ（揮発性有機溶剤）の関連から問題が起こらない範囲での添加が有効
であり、その量は潤滑性部材形成時の塗布液全体に対し０～５０質量％が好ましく、より
好ましくは０～３０質量％の範囲である。
【０１００】
（潤滑性被膜用組成物の調液）
　滑性被膜用組成物の調製は、親水性ポリマー、及び必要に応じて、触媒、界面活性剤を
、水やアルコールなどの溶媒に溶解後、攪拌することで実施できる。
　反応温度は室温～８０℃であることが好ましい。反応時間、即ち攪拌を継続する時間は
１～７２時間であることが好ましい。この攪拌により含有される成分の重縮合を進行させ
て、組成物の粘度を調整することができる。
【０１０１】
　前記滑性被膜用組成物を調製する際に用いる溶媒としては、親水性ポリマーなど含有さ
れる成分を均一に、溶解、分散し得るものであれば特に制限はない。該溶媒としては、メ
タノール、エタノール、水等の水系溶媒が好ましい。
　好ましい固形分濃度の範囲としては、塗布適性の観点から０．１～９９質量％、更に好
ましくは、１～４０質量％である。
【０１０２】
（潤滑性部材）
　本発明の潤滑性部材は、基材上に、潤滑性被膜用組成物から形成された潤滑性被膜を有
する。潤滑性被膜は、基材上に、潤滑性被膜用組成物を塗布し、加熱、乾燥することによ
り形成することができる。
　潤滑性被膜の形成において、潤滑性被膜用組成物を塗布した後の加熱、乾燥条件として
は、高密度の架橋構造を効率よく形成するといった観点から、乾燥温度を８０～２００℃
とすることが好ましく、１００～１８０℃とすることがさらに好ましい。乾燥温度が低い
と十分な架橋反応が進まず塗膜強度が低くなり、温度が高すぎると塗膜のひび割れを生じ
やすく部分的に潤滑性が不十分になる。乾燥時間は５秒～５時間が好ましい。更に好まし
くは１０秒～２時間である。乾燥時間が短いと乾燥不十分により塗膜強度が低下すること
がある。必要以上に乾燥時間を長くしすぎると基材が劣化したりする。また、潤滑性被膜
への泡の混入を防ぐために、塗布後に室温で溶媒を揮発させてから加熱することもできる
。
【０１０３】
　潤滑性被膜用組成物の基材への塗布方法は、公知の塗布方法を用いることが可能であり
、特に限定がない。例えばスプレーコーティング法、ディップコーティング法、フローコ
ーティング法、スピンコーティング法、ロールコーティング法、フィルムアプリケーター
法、スクリーン印刷法、バーコーター法、刷毛塗り、スポンジ塗り等の方法が適用できる
。例えば、内視鏡に潤滑性被膜用組成物を塗布する場合、その形状から、ディップコーテ
ィング法、スプレーコーティング法が好ましい。
【０１０４】
[動摩擦係数]
　動摩擦係数は、潤滑性部材の滑りやすさの指標となり、この値が低いほど滑りやすく、
発生する摩擦力も小さくなる。測定方法としては、潤滑性部材とアクリル板を水中に浸漬
させ、荷重０．５～２Ｎ下で潤滑性部材表面とアクリル板との摩擦力を計測し、動摩擦係
数を算出することができる。
 [含水率]
　含水率は、膨潤状態における潤滑性被膜が含む水分量を示す。測定方法としては、潤滑
性被膜用組成物を硬化させて膜厚１ｍｍのフイルムを作成し、該フイルムの乾燥状態と膨
潤状態の重量から（式―１）を用いて算出することができる。
　乾燥状態の重量とは、潤滑性被膜用組成物を塗布、乾燥させて形成した潤滑性被膜の重
量、又は、それを更に室温、大気中で保管した後の重量のことを指し、膨潤状態の重量と
は、形成した潤滑性被膜を水中に3時間以上浸漬させたものの重量である。
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（式―１）
含水率（％）＝［（水浸漬後の重量）―（水浸漬前の重量）］／（水浸漬後の重量）×１
００
【０１０５】
　基材と潤滑性被膜との間には、密着性の向上などのため、必要に応じて中間層を設けて
もよい。
【０１０６】
〔基材〕
　本発明に用いられる基材は、特に限定されないが、ガラス、プラスチック、金属、セラ
ミックス、木、石、セメント、コンクリート、繊維、布帛、紙、皮革、合成樹脂、それら
の組合せ、それらの積層体が、いずれも好適に利用できる。特に好ましい基材は、ガラス
基板又はプラスチック基板である。
　ガラス基板としては、ソーダガラス、鉛ガラス、硼珪酸ガラスなどの何れのガラスを使
用しても良い。また目的に応じ、フロート板ガラス、型板ガラス、スリ板ガラス、網入ガ
ラス、線入ガラス、強化ガラス、合わせガラス、複層ガラス、真空ガラス、防犯ガラス、
高断熱Ｌｏｗ－Ｅ複層ガラスを使用することができる。また素板ガラスのまま、前記親水
層を塗設できるが、必要に応じ、潤滑性被膜の密着性を向上させる目的で、片面又は両面
に、酸化法や粗面化法等により表面親水化処理を施すことができる。上記酸化法としては
、例えばコロナ放電処理、グロー放電処理、クロム酸処理（湿式）、火炎処理、熱風処理
、オゾン・紫外線照射処理等が挙げられる。粗面化法としては、サンドブラスト、ブラシ
研磨等により機械的に粗面化することもできる。
　潤滑性を長期に渡って保持するには、基材表面に水酸基を有する基材が好ましく、例え
ば、ウレタン系樹脂、シリコン系樹脂、フッ素系樹脂、オレフィン系樹脂、アクリル樹脂
などがより好ましい。
【０１０７】
　［保護層］
　潤滑性被膜の上に、保護層を設けてもよい。保護層は、ハンドリング時や輸送時、保管
時などの潤滑性被膜表面の傷つきや、汚れ物質の付着による潤滑性の低下を防止する機能
を有する。保護層は、潤滑性部材を適切な基材へ貼り付けた後には剥がされる。
【０１０８】
［用途］
　本発明の潤滑性被膜用組成物の用途は特に限定されることはないが、医療用器具に適応
されることが好ましい。例えば、各種医療用チューブ、ガイドワイヤ、内視鏡、手術針、
手術用縫合糸、鉗子、人工血管、人工心臓、及びコンタクトレンズ等が挙げられる。本発
明の潤滑性被膜用組成物を、例えば、患者の体内に挿入される医療用器具に塗設すれば、
患者の体液を吸収して潤滑性が向上し、患者の負担の低減や医師の操作性向上などの効果
が期待できる。
【実施例】
【０１０９】
　以下本発明を実施例によって詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるものでは
ない。
【０１１０】
〔合成例１〕
（親水性ポリマー（Ａ）の合成）
　５００ｍｌ三口フラスコにＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド１００ｇ、Ｎ－メチロール
アクリルアミド４．２５１ｇ、及び蒸留水４２１．８５ｇを入れ、８０℃窒素気流下、２
，２’－アゾビス〔２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン〕１．２１１ｇを加え
た。６時間攪拌しながら同温度に保った後、室温まで冷却した。その後反応液をアセトン
４リットル中に投入し、析出した固体をろ取した。得られた固体をアセトンにて洗浄後、
下記親水性ポリマー（Ａ）を得た。乾燥後の質量は１０１ｇであった。ＧＰＣ（ポリエチ
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　下記の他の親水性ポリマーも上記と同様の手法により合成した。下記親水性ポリマー（
Ｓ）は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミドのみを重合して作製した。
【０１１１】
【化１７】

【０１１２】



(34) JP 2010-239981 A 2010.10.28

10

20

30

40

【化１８】

【０１１３】
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【化１９】

【０１１４】
（実施例１～１８、比較例１～３）
　作製した各親水性ポリマー、触媒、純水を表１に示す配合組成で混合し、撹拌を行って
各潤滑性被膜用組成物を得た。潤滑性被膜用組成物を塗設する基材として、内視鏡用ウレ
タン樹脂（ポリオールとイソシアネート架橋剤からなる塗料を塗布乾燥して作成した）を
得られた各潤滑性被膜用組成物に浸漬し、ディップコートし、１０時間室温で乾燥させた
後、１００℃で１時間加熱して潤滑性被膜を形成し、各潤滑性部材を作製した。
【０１１５】
（実施例１９）
　基材をウレタン樹脂からアクリル樹脂に変更した以外は、実施例４と同様に作成した。
【０１１６】
（実施例２０）
　基材をウレタン樹脂からシリコン樹脂に変更した以外は、実施例４と同様に作成した。
【０１１７】
（実施例２１）
　基材をウレタン樹脂からオレフィン樹脂に変更した以外は、実施例４と同様に作成した
。
【０１１８】
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　基材をウレタン樹脂からフッ素樹脂に変更した以外は、実施例４と同様に作成した。
【０１１９】
（比較例４）
　潤滑性被膜用組成物を有さない内視鏡用ウレタン樹脂を用いた。
【０１２０】
（性能評価）
　１）密着性：潤滑性被膜に、碁盤目状にカッターで切れ目をいれた後、その表面に粘着
テープを貼り付け、ついで、粘着テープを剥離した際の基材上の潤滑性被膜の残存状態を
目視観察した。
　　　○：剥離が見られない
　　　△：一部剥離が見られる
　　　×：著しく剥離がみられる
　　　××：硬化が不充分で評価できない
【０１２１】
　２）摩擦係数：荷重が０．５Ｎ、１Ｎ、２Ｎで、４００ｍｍ／ｍｉｎの条件で連続荷重
式引掻試験機（新東科学社製トライボギアＴＹＰＥ１８Ｌ）を用い、水中下で潤滑性被膜
とアクリル板との摩擦力を測定し、摩擦係数を算出した。
【０１２２】
　３）耐薬品性：潤滑性部材を過酢酸水溶液（０．２質量％、５５℃）に浸漬し、浸漬前
の摩擦係数と比較した。
　　　○：［（浸漬後の摩擦係数）－（浸漬前の摩擦係数）］≦０
　　　△：０＜［（浸漬後の摩擦係数）－（浸漬前の摩擦係数）］＜０．１　
　　　×：［（浸漬後の摩擦係数）－（浸漬前の摩擦係数）］≧０．１
【０１２３】
　４）耐摩耗性：不織布（ＢＥＭＣＯＴ、旭化学繊維社製）で１ｋｇの加重をかけて１０
０回こすり、傷付き具合を以下の通り目視で評価した。
　　　○：傷なし　
　　　△：線傷あり　
　　　×：剥れ、膜の溶出
【０１２４】
　５）含水率：テフロン（登録商標）シート上に潤滑性被膜を形成してモデル膜を作成し
た（膜厚１ｍｍ）。次いで、該モデル膜を水に３時間浸漬させた。乾燥重量と吸水状態の
重量を調べ、下記式より算出した。
　含水率（％）＝［（浸漬後の重量）―（浸漬前の重量）］／（浸漬後の重量）×１００
【０１２５】
　６）潤滑性：潤滑性被膜に水を接触させ、潤滑性を官能評価した。
　　　○：非常に潤滑性を感じる（ヌルヌルする）
　　　△：あまり潤滑性を感じない
　　　▲：徐々に潤滑性が低下する
　　　×：潤滑性なし
【０１２６】
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【表１】

【０１２７】
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　上記表において、比較例３の含水率の欄の「溶出」とは、水に被膜が溶け出して、含水
率を測定することができなかったものである。
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摘要(译)

要解决的问题：提供用于形成润滑性膜的润滑性膜组合物，其具有优异
的粘合性，耐化学性，耐磨性和润滑性。溶解：润滑膜组合物包括亲水
性聚合物，其包括衍生自亲水性单体的结构单元和衍生自N-羟甲基丙烯
酰胺的结构单元。 Ž
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